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研究要旨  

血友病 HIV 感染者は、感染から 30 年という長い経過を持ち、現在の生存患者は約

700 名で、平均年齢は 50 歳に近づきつつある。治療の進歩により、HIV 感染者の予

後は劇的に改善し、加齢に伴う合併症が問題となるなか、エイズに関連しない悪性

腫瘍（NADM：Non AIDS-Defining Malignancies）が、現在の HIV 感染者の死因の主

要原因となっている。この問題点を克服するために血友病 HIV 感染者の癌スクリー

ニングを実施中である。研究 2 年目として、順調に経過している。 

 

 
A. 研究目的 
血友病 HIV感染者は、HIVに感染してから 30年以上

の長い経過を持つ点において、一般の HIV 感染者と

は一線を画す特徴を持つ。現在の生存者は 700 名前

後であるが、平均年齢は 50歳に近づきつつある。こ

のため、HIV 自体はコントロールできていても癌患

者が散見されるようになってきている。平成 28年度

～30年度までに実施した FDG-PETを用いた癌スクリ

ーニング研究でも、2年間で 68例中 6例に癌（腫瘍）

が見つかり(有病率 5.9%)、罹患率は 2.9/100PYと予

想以上に高率であった。この結果は、血友病 HIV 感

染者に対する癌スクリーニングの重要性を示唆した。

しかし、FDG-PET を用いたスクリーニングでは、全

国施設への均霑化はできないため、一般施設でも実

施可能なスクリーニング法の有用性を検討する目的

で本研究を実施している。 

 
B. 研究方法 
癌スクリーニングの有用性を検証する目的で、甲状

腺・前立腺を含んだ胸腹部造影 CTスキャン、上部内

視鏡と必要な場合の下部内視鏡、CEA, AFP, PSA の

腫瘍マーカー３種、便潜血２回を実施している。造

影剤が不可な場合には、甲状腺エコーと感エコーを

追加している。これらのスクリーニングで異常がで

た場合には、以後は保険診療としての精査を行って

いる。 

 

（倫理面への配慮） 

すべての研究において、研究対象者に対する人権に

配慮し、不利益・危険性の排除や説明と同意を十分

に行い、文書同意を得た上で実施している。倫理委

員会承認番号（NCGM-G-003311）。 
 
C. 研究結果 
分担１／２：本研究は、先行研究（PETを中心に 68

名に癌スクリーニングを実施）に続くものであるが、

2020年 12月末時点で 68名の登録を終えており、

CT57名、GF50名、便潜血 51名、腫瘍マーカー59名

の検査を終えている。 

このうち、CTでは有所見者 5名、GFでは生検 2例、

便潜血陽性 7名、腫瘍マーカー異常値 3名であった。

1回目のすべての検査を終了しているのは 42 名で、

今後 3月末に向け全例実施予定である。異常所見、

異常値のあったものに関しては、追加精査など適宜

行っていく。今回のスクリーニングでさらに初期の

HCCが発見され、外科的切除を実施でき、経過良好

である。また、スクリーニング対象外ではあるが、

口腔癌が 1例発症している。 

 

 
 
D. 考察 

2020年現在、血友病 HIV患者は、約 700名と推定

されている。先行研究の結果から推定すると、全国

で約 40名の未発見の癌患者と、毎年約 20名の新規

癌患者が発生すると推定される。これは、平均年齢



8 

 

が約 50 歳である事を考えると極めて高い数字にな

る。先行研究で得られたこれらの結果は、論文１に

報告し、癌スクリーニングの重要性を提言した。今

回は、全国均霑化を目指したどこでの実施可能なス

クリーニングを実施中であるが、既に 2例の悪性腫

瘍を検出している。今回の研究が進むことにより、

先行研究における罹患率（2.9/100PY）を、より正

確に算出できると期待される。HIV全体の NADMの予

後に関する検討からも、NADMを有する患者の予後は、

そうでない場合の 3.4倍死亡率が高いことが示され

ている。HIV 感染自身の予後は改善されているが、

トータルとしての予後改善のためには、癌スクリー

ニングの重要性が示された。 
 
E. 結論 
血友病 HIV 感染者に対する癌スクリーニング研究は、コロ

ナによる中断はあったが、順調に経過している。 
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